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BAQ08Vを使用した
システム事例と設定方法
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関連：三菱電機FAサイト(旧MelfansWeb)

BAQ08V概要

 製品名
 MELSEC-Qシリーズ対応 BACnetインタフェースユニット

 位置付け
 BACnet

 BACnetビルディングコントローラ（B-BC／Icont）

 シーケンサ
 MELSEC-Qシリーズのインテリジェント機能ユニット

 仕様
 対応するBACnet規格

 ANSI/ASHRAE Standard 135-2004

 電気設備学会IEIEJ-P-0003:2000

 電気設備学会IEIEJ-P-0003:2000アデンダムa

 電気設備学会IEIEJ-G-0006:2006アデンダムa

 BACnetオブジェクト設定可能点数
 約2000点

 機能
 IPv6対応、バックアップ機能、コンフィギュレーション機能など
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対応するBACnetオブジェクト
オブジェクト

基本入出力

Analog Input

Analog Output

Analog Value

Binary Input

Binary Output

Binary Output

Multi-state Input

Multi-state Output

Multi-state Value

Averaging

Pulse Converter

Loop

Structure View

複合機能

Calender

Schedule

Trend Log

Command

Access Door

Load Control

Trend Log Multiple

Event Log

ライフセーフティ関係

Life Safety Point

Life Safety Zone

通告機能

Event Enrollment

Notification Class

その他

Group

Program

BACnetデバイス
の特性

ファイル情報交換

Device File

日本独自

Accumulator

計量 電力デマンド監視 発電機負荷制御電力デマンド制御



SS00015

4

導入事例
中央監視［B-OWS］(A社)

4F

3F

2F

1F

BF

電力監視
(G社)

電力設備のB-BC

防犯設備のB-BC

空調設備のB-BC

防災設備のB-BC

照明設備のB-BC エレベータ
（B社）照明

（C社）

防災
(D社)

エレベータ設備のB-BC

防犯
（F社）

空調
(E社)

BACnet/IP
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バッファメモリ デバイス

M100

M200

BAQ08V QCPU I/Oユニット
通信ユニット

B
A

C
n
e
t

内部メモリ

ＢI-1

ＢO-1

CONTROL
STATUS
DATA

CONTROL
STATUS
DATA

リード要求

イベント送信
ＣＯＶ送信

ライト要求

中央監視からの命令
でBO-1のPVが変化

シーケンスプログラムで
バッファメモリへ書込む

シーケンスプログラムで
バッファメモリを読込む

入力

出力

全体構成
中央監視

ローカル機器
（発電機など）

運転停止

中央監視が値の変
化を検知

BI-1のPVが変化

【ポイント】
オブジェクトはBI/BOの他、AI/AO、MI/MO、ACがよく使用され、その
場合はDデバイスなどを使用する

シ
ー
ケ
ン
サ

設定用PC

設定用PC



SS00015

6

 GX DeveloperまたはGX Works2から、
Qパラメータ設定でI/O割付設定を行う
 画面ではスロット0に装着するようにしています

種別 点数

ｲﾝﾃﾘ 32点

QCPUとの接続、設定
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 ユニットの情報登録および設定はコンフィギュレーション機能で行う

 パソコンとBAQ08VをLANケーブルで接続

 Internet Explorerを使ってログイン

URL http://192.168.0.254:8080

ユーザ名 root

パスワード baq08v
BAQ08Vとの接続

出荷時設定

ログイン後の画面
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通信状態画面 停止状態画面

設定を行う前に（通信の停止再開）

 設定を行うには通信を停止する必要があります
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 BAQ08VのLANポートのIPアドレスを変更する

 運転停止状態にしておく必要あり

 [変更]ボタンを押した時点でIPアドレスが変更されるため、変更したIPアドレスで
再ログインする必要あり

ネットワーク情報設定
【メモ】
IPアドレスは通常、システム
設計で決定される
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 BACnet通信を行うために、
デバイスインスタンス番号と接続するBACnet規格を設定する

 運転停止状態にしておく必要あり

【メモ】
デバイスインスタンス番号は、IPアドレスの
ホスト番号と同じ値を使用することが多い基本設定
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 システムの要求事項に合わせて、
BACnet通信時の詳細な動作設定を行う

 運転停止状態にしておく必要あり

詳細設定
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 中央監視が返事を要求した場合のみ応答してほしい
 SendIamIntervalSecond：60→0

 定期的にI-Amを送信する周期(秒)を設定

 SystemStatusReadInterval：60→0
 デバイスのSystemStatusを定期的に読む周期(秒)を設定

 応答を返す場合の方式はローカルブロードキャストで
 IamIhaveMode：1→2

 Who-Is,Who-Hasを受信し応答を返す場合の方式を設定

 シーケンスプログラムとコンフィギュレーション機能との間で、運転停止や
停止時に連携処理を行いたい
 CheckYDevice：0→１

 1ならBACnet参入離脱時に通信許可信号(Y01)の値をチェックする

 CPU負荷を減らしたい
 SleepTime：200→300

 バッファメモリ読み出し完了後のSleep時間(ミリ秒)を設定

システム要求例と詳細設定
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 メニュー[BACnetObject]から、
必要なオブジェクトを追加、登録し
ていく

 作成個数を指定することで一度に
複数個のオブジェクトを作成する
ことが可能

 アドレスに0を指定すれば、空き
領域を自動で割り当てる

 アドレスはシーケンスプログラム
のことも考慮して配置する

BACnetオブジェクトの登録（手動）
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デフォルトプロパティの設定

 BACnetオブジェクト登録時における、プロパティのデフォルト値設定を行う
 各オブジェクト共通の設定値はあらかじめ設定しておくと楽
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CSVファイルからのオブジェクト登録

 CSVファイルで各オブジェクトの設定をしておき、CSVファイルを読み込ま
せることでオブジェクトをまとめて登録する

 一度に大量のオブジェクトを登録する場合に有効
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 CSVファイルからオブジェクト登録する際、CSVファイルで設定したプロ
パティの設定が優先的に反映される

 BACnetオブジェクト定義ファイル（BAQ08V コンフィギュレーション画面）

デフォルトプロパティ設定

CSVファイルで設定可能

CSVファイルからのオブジェクト登録

RecipientList、
RestartNotificationRecipients 

ChangeOfStateCount

ElapsedActiveTime 

など

EventEnable、NotifyType、
MaxPresValue、Units

など

CSVファイルから追加・上書き（インポート） 既定フォーマットをBAQ08V用に拡張したもの

エンジニアリング受渡し用CSVファイル取得
（エクスポート）

電気設備学会の「BACnetインターオペラビリティガ
イドライン」規定のもの
→ベンダー間の設定の受け渡しで必要

BACnetオブジェクト登録用CSVファイル取得
（エクスポート）

既定フォーマットをBAQ08V用に拡張したもの
→BAQ08V用に拡張したもの
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温度設定変更用のオブジェクトの場合、
AOオブジェクトの下記プロパティの設定
を行います。

HighLimit=上限値
LowLimit=下限値
LimitEnable=上下限異常検出許可

ObjectName=オブジェクトの名称

 AOオブジェクト

[詳細]ボタン

オブジェクトのプロパティ編集
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 装置内部のイベント情報や警報情報を、中央監視など他のデバイス
に通知する必要がある場合に設定する

 Event送信を行うには、Event送信を行いたいオブジェクトの各プロパ
ティ設定と、NotificationClassオブジェクトのRecipientListプロパティ
の設定が必要

Event通告設定

IPアドレスが192.168.0.254

ポート番号が47808（16進でBAC0）の場合

BACnetアドレスによる宛先指定
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 PresentValueやStatusFlagsが変化したタイミングで、中
央監視など他のデバイスへ値の変化報告を通知する必要
がある場合に設定する

 ユニキャストによるCOV通告
 他のデバイスからSubscribeCOVを送信してもらうことにより

自動的に行われるため、設定の必要なし

 ブロードキャストによるCOV通告
 各オブジェクトの「9003：UnsolicitedCOV」プロパティを設定
 送信タイミングが周期送信の場合、

「9006：COVSendInterval」プロパティで周期（秒）を設定

 参入離脱時のCOV通告
 準拠するBACnet規格が、IEIEJ-G-0006:2006、

ANSI/ASHRAE 2004の場合に行う
 Deviceオブジェクトの「202：RestartNotificationRecipients」

プロパティで宛先を設定する必要あり

COV通告設定

ブロードキャストでの設定

参入離脱での設定
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 BACnetDevice

 BACnet接続の確認をする

 ログ
 BACnet通信で送受信されたパケット情報

動作過程で出力されたBAQ08Vのメッセージ

→BAQ08V内の状態を表示。エラーも表示される

BACnet通信の確認
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 バックアップ

 DATファイルとしてBACnetプロパティ値を保存する

 リストア

設定の保存で作成したDATファイルから復元を行う

設定の保存・復元
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アドレス 項目 内容
サイズ

（ワード）
QCPU側
アクセス

0000h
～

0003h
バージョン 本ユニットのバージョンを示す 4 読出し

0004h
～

000Fh
システムエリア ― ― 禁止

0010h
～

001Fh
デバイスオブジェクト

本ユニットのデバイスオブジェ
クトの割り付け領域として使用
する

16
読出し
書込み

0020h
～
00FF

システムエリア ― ― 禁止

0100h
～

7FFFh
インタフェース情報

オブジェクト情報やデータブ
ロック情報を割り付けることに
より、BACnetとのアクセスを実
現する

32,512
(7F00h)

読出し
書込み

オブジェクトごとにバッファメモリの使用量フォーマットは異なる

バッファメモリの構成
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機器名 PLCデバイス BAQ08V
バッファメモリアドレス(h)

オブジェクト番号

低圧電灯盤1 電流 D3600 0100 AI-1

低圧電灯盤1 電圧 D3601 0104 AI-2

低圧動力盤1 電流 D3602 0108 AI-3

低圧動力盤1 電圧 D3603 010C AI-4

～ ～ ～ ～

予備 D3759 037C AI-160

常用発電機1 電圧確立 B0 0800 BI-1

常用発電機1 運転 B1 0804 BI-2

常用発電機1 遮断器 B2 0808 BI-3

常用発電機1 故障 B3 080C BI-4

～ ～ ～ ～

予備 B25F 117C BI-608

常用発電装置1 電力量 D1200 1200 AC-1

常用発電装置2 電力量 D1201 1204 AC-2

低圧電灯盤1 電力量 D1202 1208 AC-3

低圧動力盤1 電力量 D1203 120C AC-4

～ ～ ～ ～

予備 D1583 17FC AC-384

BACnetオブジェクトへの割付例
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バッファメモリ（AI）
 「データ変換を行う」にチェックなし

 DATAのPV値は32ビット実数値

 「データ変換を行う」にチェックあり

 DATAのPV値は16ビット整数値を
設定されたデータ変換値で変換し
て、PV値に設定する

実数

整数
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シーケンスプログラム例（AI）

 D3600～D3759に格納されている値を、AI-1～AI-160のPVにあたるバッファメモリアドレスに書き込む
 PVのバッファメモリアドレスは、オブジェクトのバッファメモリアドレス＋２になっているので、注意



SS00015

26

バッファメモリ（AO）

 STATUSのPVWritten(bit7)で上位
からPV値が書き込まれたことを確認

 確認後、CONTROLの
PVWrittenClear（bit13）を立てて
PVWrittenを0にする
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バッファメモリ（BI）

 BIは警報としてイベント送
信を行うことが多いが、

バッファメモリ上にイベント
に関する情報はない
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シーケンスプログラム例（BI）

 B0～B25Fに格納されている値を、BI-1～BI-608のPVにあたるバッファメモリアドレスに書き込む
 PVのバッファメモリアドレスは、オブジェクトのバッファメモリアドレス＋２になっているので、注意
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バッファメモリ（BO）

 PVとFeedBackValueは一致してい
ないと、状態不一致のエラーになる

 FeedBackValueに対応する入力が
ない場合、ラダーでPVを
FeedBackValueにコピーしておく



SS00015

30

バッファメモリ（AC）

 積算値そのものを保持してい
る電力メータ

 PulseDirectInput=1

 32bit符号なし整数をそのまま、
PV値として扱う

 相対的なパルス数を保持して
いる電力メータ

 PulseDirectInput=0

 前回との差分を取り、その差
分値をPV値に加算していく

 PulseDirectInputの設定は、
BACnet詳細設定にて行う
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シーケンスプログラム例（AC）

 D1200～D1583に格納されている値を、AC-1～AC-608のPVにあたるバッファメモリアドレスに書き込む
 PVのバッファメモリアドレスは、オブジェクトのバッファメモリアドレス＋２になっているので、注意
 PulseDirectInput=0のとき、ACのPVでは、ワードの15ビット目はリセットフラグとして取り扱われるため、

Dデバイスに格納されているワードの15ビット目を0にする。
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 BAQ08Vが(UTC)TimeSynchronizationサービスを受信すると、Deviceオブジェクトのバッ
ファメモリに時刻情報が格納され、時刻設定要求が1（設定要求）になる

 シーケンスプログラムは時刻設定要求を監視し、1（設定要求）になったらQCPUの時刻を
変更したのち、時刻設定要求を2（設定済み）に変更する

ｱﾄﾞﾚｽ 内容 QCPU側

0010h SystemStatus 読出し

0011h 年 読出し

0012h 月 読出し

0013h 日 読出し

0014h 時 読出し

0015h 分 読出し

0016h 秒 読出し

0017h 曜日 1～7 : 月～日 読出し

0018h 時刻設定要求 0:アイドル 読出し

1:設定要求 読出し

2:設定済 書込み

0019h～
001Fh

未使用 0固定
禁止

時刻同期処理

ｵﾌｾｯﾄ 内容

+0 年

+1 月

+2 日

+3 時

+4 分

+5 秒

+6 曜日 0～6 : 日～土

【ポイント】
・QCPUで日曜日は0として扱われるため、
曜日が7のときは0にして設定する
・曜日の書き込みはDATEWARコマンドを
使用すると容易

Deviceオブジェクトのバッファメモリフォーマット

DATEWRコマンドで指定する
Dデバイスのフォーマット
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時刻同期処理（シーケンスプログラム）
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 Client Tool 2004
 接続試験や実運用のシミュレーションがしたい
 現地導入前に、社内でＢＡＣｎｅｔシステム環境を再現したい
 現地の通信トラブルを、社内で再現したい

 特徴
 操作が簡易
 ツリー構造によるBACnet デバイス、オブジェクト、プロパ
ティを表示

 各種サービスの送信
 操作パネルによって、複数のポイントを同時に表示
 通信ログにより、送受信したパケットを確認

システム導入の前後
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 三菱電機正規パートナー企業
 BACnet International メン
バー

 BAQ08VにてBTLマーク取得
 LonMarkJapan 会員企業
 CC-Link協会パートナー企業

対応時間 平日 9:00～17:00 （土日・祝 休）

TEL 0586-87-7819

FAX 0586-87-7815

E-mail sales@uni-tec.co.jp

URL http://www.uni-tec.co.jp/

株式会社ユニテック お問合せ先

・ MELSEC、MELSEC-Q、GX Worksは、三菱電機㈱の登録商標です。
・ BACnetはAmerican Society of Heating, Refrigerating and Air-Conditioning Engineers (ASHRAE)の登録商標です。
・ LONWORKSは、米国およびその他の国々でのEchelon社の登録商標です。
・ その他、各社名・各サービス名・システム名・製品名は、各社・各組織の商標または登録商標です。
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